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１　

跡
見
家

跡
見
│
伝
説
に
拠
れ
ば
跡

（
マ
マ
）見

赤
檮
の
後
裔
也
。
赤
檮

は
天
穂

（
マ
マ
）子

命
の
裔
に
し
て
、
用
明
天
皇
の
朝
聖
徳
太

子
に
随
ひ
、
稲
城
を
築
き
て
拠
れ
る
法
敵
守
屋
大
連

を
射
殺
し
、
同
太
子
の
四
天
王
寺
を
建
立
せ
ら
れ
し

時
木
津
浦
に
来
り
住
す
。
二
十
七
世
跡
見
重
房
の
二

男
資
重
、
天
台
の
門
に
入
り
、
三
十
三
世
跡
見
治
郎

右
衛
門
光
重
に
至
り
蓮
如
上
人
に
謁
し
真
宗
に
帰
依

す
と
云
ふ
。
其
の
後
裔
唯
専
寺
の
住
職
也
。
摂
津
の

名
家
と
す
。（
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』）

『
跡
見
花
蹊
先
生
実
伝　

花
の
下
み
ち
』
に
載
せ
る
「
跡

見
家
の
系
図
」
以
来
、
ほ
ぼ
こ
の
説
を
採
っ
て
い
る
。

　

模
糊
た
る
伝
承
の
世
界
の
系
図
で
は
あ
る
が
、
諸
書
を

あ
さ
っ
て
い
る
中
で
、
花
蹊
の
母
方
の
寺
田
家
と
跡
見
家

と
は
、
遠
祖
と
中
祖
を
共
に
し
、
相
互
に
縁
組
を
し
て
き

た
間
柄
で
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
跡
見
花
蹊
や
跡

見
女
学
校
の
評
判
が
拡
が
る
に
つ
れ
て
、「
同
姓
」
の
縁

故
を
尋
ね
る
中
に
、
遠
州
湖
西
市
に
住
ん
で
い
た
跡
見
氏

が
「
赤
檮
よ
り
三
十
数
代
、
連
綿
と
し
て
医
を
業
と
し
」

て
、
京
都
に
住
ん
で
い
た
梅
仙
は
法
橋
の
位
を
授
け
ら
れ
、

親
王
家
の
医
役
を
勤
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
梅

仙
は
不
運
な
事
件
が
あ
り
、
京
都
を
離
れ
尾
張
一
ノ
宮
に

住
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
子
孫
が
遠
州
白
須
賀
在
に
住
み
、

一
族
さ
ら
に
分
か
れ
て
主
と
し
て
医
業
を
営
み
繁
栄
し
て

い
る
と
い
う
。
な
か
に
は
医
を
適
塾
に
学
ん
だ
者
や
、
国

学
を
学
び
平
田
篤
胤
の
門
人
に
な
り
花
蹊
と
同
じ
「
教
導

職
訓
導
」
に
就
い
た
人
も
あ
る
と
い
う（『
湖
西
市
を
築
い

た
人
び
と
』
湖
西
市
）。

２　

若
き
日
の
跡
見
花
蹊

家
は
大
阪
木
津
の
大
庄
屋
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

の
生
れ
ま
し
た
時
は
も
う
庄
屋
で
も
な
く
、
家
の
財

宝
は
悉
く
人
手
に
渡
し
て
、
…
…
大
分
困
難
な
時
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
…
…
父
は
庄
屋
を
や
め
て
手
習
の

跡
見
学
校
開
校
前
史
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跡
見
家
略
系
譜

天
種
子
命

迹
見
赤
檮
　

用
明
天
皇
の

朝
に
仕
ふ

第
卅
三
世

中
　
　
祖
　

治
郎
右
衛
門
光
重

と
み
の
い
ち
い

第
八
十
一
世

祖
　
　
　
父
　

三
右
衛
門

梅
子
　

吉
井
氏
に
嫁
す

勝
子
　

玉
枝
と

号
す

柳
子

弁
子

勘
左
衛
門
　

三
宅
氏
を
嗣
ぐ

父
　

重
敬
　

明
治
廿
二
年
六
月
歿

行
年
八
十
一
　
　

母
　

幾
野
　

寺
田
氏
　

明
治
二
年
六
月
歿

行
年
五
十
五
　

幼
名
藤
野

明
治
廿
四
年
十
二
月
歿

行
年
五
十
五

千
代
滝

重
威
　

大
正
六
年
七
月
歿

行
年
七
十
六
　
　

治
子

菊
野
子

政
野
子

竹
子
　

妻
　
遠
藤
氏
　

明
治
卅
年
一
月
歿

行
年
卅
八
　
　

愛
四
郎
　

明
治
四
十
年
二
月
歿

行
年
五
十
八
　
　

正
子
　

後
妻
　
石
山
氏

花
蹊
　

幼
名
滝
野

養
女
　

李
子
　

萬
里
小
路
氏

勝
造
　

水
野
家

に
仕
ふ

泰栄
子
　

津
田
氏
に
嫁
す

鶴
子
　

神
代
氏
に
嫁
す

幾
子

富
司
　

後
藤
氏

弘
　
　

高
橋
氏
を
嗣
ぐ

靖
子

雄
　
　

長
尾
氏
を
嗣
ぐ

早
苗

至
子
彰
子
淑
江
矩
正
富
雄
純
弘
　

李
子
養
子

光
重

養
孫
　

純
弘

養
孫
　

房
子
　

広
岡
氏
　
　
　

石
川
氏
に
嫁
す

養
孫
　

寿
子
　

新
田
氏
　
　
　

跡
見
家
に
嫁
す
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師
匠
を
初
め
た
時
分
に
、
私
が
生
れ
、
…
…
姉
も
一

人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
弟
た
ち
も
殖
え
て
…
…
、

中
々
人
形
を
抱
い
て
遊
ぶ
と
い
ふ
訳
に
は
参
り
ま
せ

ん
で
し
た
、
…
…
私
が
幼
い
時
か
ら
、
物
覚
え
が
よ

い
と
云
ふ
の
で
、
父
や
母
が
種い

ろ

々い
ろ

教
へ
も
い
た
し
ま

し
た
し
、
自
分
も
好
き
で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
書
を

読
ん
だ
り
、
字
を
書
い
た
り
し
て
居
る
事
が
多
く
、

又
さ
う
す
る
も
の
だ
と
思
つ
て
居
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。父

の
処
へ
習
ひ
に
参
る
弟
子
は
、
九
月
か
ら
は
百

姓
が
暇
に
な
り
ま
す
の
で
、
秋
か
ら
正
月
へ
か
け
て

百
二
十
人
計
、
皆
大
人
の
農
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。
夜

に
な
り
ま
す
と
、
此
だ
け
の
弟
子
が
そ
ろ
〳
〵
習
ひ

に
参
る
の
で
す
が
、
父
は
逐
一
教
へ
て
居
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、
姉
と
私
と
二
人
で
代
稽
古
を
致
し

ま
す
。
習
う
も
の
は
、
名
頭
、
屋
号
、
畑
の
名
杯
で
、

仮
名
も
交
じ
つ
た
お
手
本
を
見
せ
て
は
、
何
処
と
何

処
へ
力
を
入
れ
て
斯
う
引
く
の
だ
と
、
字
を
逆
に
書

い
て
は
直
し
て
見
せ
て
や
る
。
今
日
迄
、
私
は
学
校

で
、
生
徒
の
見
よ
い
様
に
、
さ
か
さ
に
立
刀
な
ん
か

書
い
て
見
せ
て
や
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
小
さ
な
時
分

か
ら
、
逆
に
書
く
事
は
慣
れ
て
居
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
…
…
暮
六
つ
か
ら
八
時
頃
ま
で
は
此
の
大
人
の

字
を
直
す
の
が
役
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昼
間
午
前
中

子
供
の
弟
子
に
、
算
術
と
、
実
語
経
、
児
童
経
、
女

大
学
、
女
庭
訓
杯
を
教
へ
ま
し
て
、
其
間
に
は
、
弟

の
守
も
致
し
ま
す
。
夕
方
に
な
り
ま
す
と
、
油
掃
除

を
し
て
灯
心
を
揃
へ
、
夜
学
の
始
ま
る
百
畳
計
り
の

処
へ
、
自
在
鍵
を
下
げ
て
土
器
を
置
き
、
其
の
両
方

へ
百
姓
達
が
坐
つ
て
、
稽
古
の
出
来
る
様
に
、
き
ち

ん
と
し
て
置
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
毎
日
こ
ん
な
風

で
し
た
か
ら
、
別
に
何
と
も
思
ひ
ま
せ
ん
で
、
何
時

も
正
月
の
八
日
の
稽
古
初
め
か
ら
、
こ
の
通
り
に
し

て
居
り
ま
し
た
。 

（
花
蹊
『
女
の
道
』）

両
親
が
よ
く
申
し
ま
す
に
は
、
跡
見
家
は
不
幸
に

し
て
没
落
し
て
居
る
。
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

お
前
は
女
な
が
ら
奮
発
し
て
跡
見
家
を
盛
立
て
ね
ば

な
ら
ぬ
、
実
に
跡
見
家
再
興
の
任
は
、
お
前
の
肩
に

掛
か
つ
て
居
る
の
だ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
繰
り
返

し
ま
す
の
で
、
私
は
幼
心
に
も
大
に
感
激
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
屹
度
さ
う
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
と
、
深
く

思
っ
て
居
ま
し
た
。 

（
同
）

若
き
日
の
跡
見
花
蹊
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花
蹊
に
と
っ
て
、
教
え
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
は
つ
ま
り

啐そ
っ

啄た
く

同
機
と
も
い
う
べ
き
呼
吸
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
も
、
両
親
の
期
待
を
一
身
に
に
な
っ
て
の
物
学
び
は

一
二
歳
で
、
円
山
派
の
画
家
石
垣
東
山
に
入
門
、
つ
い
で

槇
野
楚
山
、
一
七
歳
の
京
都
遊
学
に
際
し
て
は
円
山
応
立
、

中
島
来
章
、
さ
ら
に
は
南
画
の
日
根
対
山
に
も
師
事
し
て

画
域
を
深
め
、
し
ば
し
ば
台
覧
に
供
し
、
推
さ
れ
て
万
国

博
に
も
た
び
た
び
出
品
し
た
。
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
、

生
徒
の
書
・
画
の
教
科
を
受
け
持
っ
た
。

一
方
、
京
都
遊
学
の
折
、
頼
山
陽
門
下
の
宮
原
節
庵
に

漢
学
・
詩
文
・
書
を
学
び
、
帰
阪
の
後
さ
ら
に
山
陽
の
高

弟
後
藤
松
陰
に
就
い
て
学
び
、「
山
陽
の
孫
弟
子
」
を
自

任
し
た
。
折
し
も
、
父
重
敬
が
開
い
た
中
之
島
の
家
塾
を

父
の
姉
小
路
家
出
仕
に
よ
り
花
蹊
が
独
力
で
経
営
す
る
こ

と
に
な
る
。
花
蹊
よ
う
や
く
二
〇
歳
で
あ
っ
た
。

３　

尊
王
攘
夷
の
嵐

　

花
蹊
の
父
、
重
敬
が
黒
船
来
航
を
機
に
、
朝
幕
間
が
一

気
に
緊
張
の
度
を
高
め
た
尊
王
攘
夷
の
最
中
、
尊
王
派
公

家
の
若
大
将
と
も
目
さ
れ
て
い
た
、
姉あ

ね
が
こ
う
じ

小
路
公き

ん

知と
も

卿
に
出

仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
縁
故
が
あ

っ
た
。

木
津
の
跡
見
家
の
寺
、
唯
専
寺
と
近
隣
の
願
泉
寺
は
寺

同
士
の
仲
で
、
そ
の
奥
方
は
京
の
公
卿
石
山
家
か
ら
入
っ

た
方
と
い
う
。
重
敬
は
折
か
ら
由
緒
あ
る
家
柄
も
わ
ず
か

に
寺
子
屋
と
村
役
の
書
記
で
生
活
を
た
て
て
い
た
。
そ
の

中
祖
の
迹と

見み
の

赤い
ち
い檮

は
聖
徳
太
子
に
仕
え
て
、
法
敵
物
部
守

屋
を
討
っ
て
、
そ
の
功
に
よ
り
、
河
内
の
遺
領
一
万
頃け

い

を

拝
領
し
河
内
に
住
ん
だ
と
も
い
う
。
母
方
の
寺
田
家
も
ま

た
、
跡
見
家
と
遠
祖
、
中
祖
を
一
つ
に
す
る
同
族
の
系
図

を
も
ち
、
両
家
は
相
互
に
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
。寺
田
家
出
身
の
母
は
幼
い
花
蹊
に
語
っ
て「
先

祖
を
穢け

が

す
な
」
と
教
え
た
と
い
う
。

願
泉
寺
の
縁
で
姉
小
路
家
に
奉
公
し
た
姉
藤
野
が
、
公

知
卿
の
奥
向
き
に
仕
え
て
、
一
子
公き

ん

義よ
し

君
を
儲
け
た
こ
と

に
よ
り
、
里
方
の
父
重
敬
の
出
仕
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
安
政
六
年（
一
八
五
九
）八
月
の
「
約
定
の
事
」
に

は
、「
已
後
御
用
之
節
勿
論
非
常
等
早
速
参
殿
可
有
之
候
」

と
あ
る
。
や
が
て
、
重
敬
は
外
戚
と
し
て
、
緊
迫
し
た
幕

末
の
政
争
の
表
舞
台
に
立
ち
会
う
こ
と
と
な
る
。

文
久
二
年（
一
八
六
二
）十
月
十
二
日
、
朝
廷
が
将
軍
家

茂
に
「
攘
夷
督
促
の
詔
」
を
授
け
る
勅
使
に
「
正
使
三
条

実
美
卿
、
副
使
姉
小
路
公
知
卿
」
と
し
て
遣
わ
し
た
。
花

蹊
の
父
は
「
目
付
」、
弟
重
威
は
「
近
習
」
と
し
て
土
佐

姉
小
路
公
知
卿
の
肖
像
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藩
兵
三
〇
〇
が
警
固
す
る
行
列
の
中
に
あ
っ
た
。
三
条
公

は
同
じ
く
、
長
州
兵
を
従
え
て
東
下
し
た
。
攘
夷
実
行
の

事
は
幕
府
に
時
間
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
勅
使
待
遇

に
当
っ
て
の
旧
慣
を
改
め
さ
せ
る
成
果
を
挙
げ
て
、
暮
れ

に
無
事
帰
任
し
た
。

文
久
三
年（
一
八
六
三
）四
月
十
三
日
に
は
、
公
知
卿
が

摂
海
巡
検
の
任
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
重
敬
ら
を
従
え
て
大
阪

に
陣
し
て
、
幕
臣
勝
海
舟
に
「
海
防
の
意
見
」
を
問
い
、

翌
日
に
は
幕
艦
「
順
動
丸
」
に
乗
っ
て
大
阪
湾
の
防
備
を

巡
視
し
た
。
ま
た
、
公
知
卿
は
折
し
も
、
大
阪
城
中
に
在

っ
た
将
軍
家
茂
公
と
の
会
見
も
あ
っ
た
。

翌
日
亡
く
な
ら
れ
た

│
公
知
卿
暗
殺
事
件
の
早
飛
脚
便

だ
っ
た
。
昨
日
京
都
の
知
人
よ
り
の
知
ら
せ
で
「
び
つ
く

り
わ
つ
と
泣
く
計
也
」
と
書
き
つ
け
た
、
そ
の
詳
細
の
便

で
あ
っ
た
。
公
知
卿
御
歳
弱
冠
二
五
歳
で
あ
っ
た
。

朝
廷
は
公
知
卿
に
「
参
議
左
近
衛
権
中
将
」
を
贈
っ
て

そ
の
殉
難
を
悼
み
、
犯
人
の
探
索
を
命
じ
、
嫌
疑
者
が
挙

が
っ
た
が
証
拠
不
十
分
の
ま
ま
自
刃
、
真
相
は
不
明
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。
花
蹊
は
後
年
、
幕
末
維
新
時
の
略
年
譜
を

認
め
、
頭
註
し
て
「
国
事
掛
日（

マ
マ
）下
玄
瑞
・
武
市
半
平
太
・

照
旗
烈
三
郎
ら
有
志
と
交
は
る
」
と
書
き
残
し
た
。

慶
応
三
年（
一
八
六
七
）十
二
月
「
王
政
復
古
令
」
に
よ

り
、
先
の
公
武
合
体
派
ク
ー
デ
タ
ー
で
、
長
州
に
追
放
さ

れ
て
い
た
、
三
条
実
美
卿
ら
が
帰
京
。
早
速
、
新
政
府
の

要
職
に
就
き
、
公
知
卿
亡
き
後
、
久
方
振
り
の
朗
報
で
あ

っ
た
。
一
族
の
勤
皇
の
大
義
も
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

４　

花
蹊
の
上
京

主
君
姉
小
路
卿
の
不
慮
の
死
を
は
じ
め
、
王
城
の
地
京

都
は
尊
王
だ
攘
夷
だ
と
田
舎
侍
や
浪
士
の
横
行
、
さ
て
は

戦
争
騒
ぎ
ま
で
勃
発
。
折
か
ら
花
蹊
一
家
の
分
散
を
気
遣

っ
た
主
家
の
命
で
、
や
む
な
く
先
祖
所ゆ

か
り縁

の
木
津
を
捨
て

（
五
月
）廿
四
日　

此
日
昼
前
時
、
京
師
よ
り
店
走
り

に
て
文
来
。
殿
様
御
事
、
廿
日
之
夜
四
ッ
時
、
御
所

よ
り
御
退
出
懸
、
朔
平
御
門
の
廻
り
懸
に
て
、
浪
人

物
三
人
、
面
を
包
、（　
後　

）（
鉢
）

う
し
ろ
は
ち

　
　
　
　
　
　
　

巻
に
た
す
き
か
け

に
て
、
向
よ
り
御
胸
を
切
付
、
此
（
傷
）

き
つ

　
　

長
六
寸
深
サ

四
寸
計
、
殿
様
、
太
刀
ヲ
〳
〵
と
四
度
も
仰
せ
ら
れ

候
へ
と
も
…
… 

（『
花
蹊
日
記
』
文
久
三
年
）

賊
徒
に
御
所
下
が
り
を
朔
平
門
近
く
で
襲
わ
れ
て
遂
に
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て
上
京
し
た
母
は
、
慣
れ
ぬ
老
女
代
り
の
御
殿
勤
め
な
ど

も
あ
り
、
ふ
と
し
た
風
邪
で
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
明
治

二
年（
一
八
六
九
）六
月
七
日
の
こ
と
で
「
実
に
一
生
涯
の

な
げ
き
涙
雨
の
ご
と
し
」
と
花
蹊
は
日
記
に
書
き
つ
け
た
。

慶
応
二
年（
一
八
六
六
）三
月
、
主
君
の
千
重
丸
君
は
元

服
し
て
公き

ん

義よ
し

と
名
乗
り
、
先
帝
の
崩
御
、
新
帝
御
践
祚
の

明
治
三
年
「
御
用
召
」
と
て
、
重
敬
ら
を
従
え
て
東
上
す

る
。
明
治
三
年
八
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
つ
い
で
暮
れ
近
い
、

十
一
月
十
七
日
に
は
花
蹊
も
ま
た
父
た
ち
の
後
を
追
っ
て

東
都
入
り
を
し
、
築
地
の
沢
家
に
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
く
。

花
蹊
は
さ
っ
そ
く
、
旧
主
の
盟
兄
三
条
様
を
訪
問
、

「
久
々
に
て
拝
謁
種
々
御
物
語
申
し
上
げ
る
。
三
条
様
よ

り
御
依
頼
の
御
襖
四
季
花
卉
揮
毫
に
か
か
る
。ま
た
、方
々

様
よ
り
御
た
の
み
の
揮
毫
も
の
に
て
い
そ
が
し
」
と
誌
し

て
い
る
。
に
わ
か
に
東
上
し
た
公
家
の
依
頼
ば
か
り
か
、

朝
廷
や
外
務
省
さ
て
は
渡
日
の
外
国
人
へ
の
御
土
産
揮
毫

も
あ
っ
て
、「
揮
毫
も
の
夥
し
く
繁
忙
を
極
む
」
と
洩
ら

す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
「
令
嬢
と
も
云
ふ
べ
き
人
は
開
化
と
と
な
へ
て

髪
を
ザ
ン
切
に
し
て
長
き
書
生
羽
織
を
着
、
エ
ン
筆
を
耳

に
挟
ん
で
、
ヘ
コ
帯
な
ど
し
て
実
に
殺
風
景
を
極
む
。
予

こ
の
風
体
を
み
て
是
を
一
変
せ
ね
ば
と
考
ふ
、
女
子
教
育

の
念
強
し
」
と
書
き
込
む
。

明
治
八
年（
一
八
七
五
）一
月
の
「
跡
見
学
校
」
開
校
ま

で
の
数
葉
の
略
年
表
は
皇
居
や
青
山
御
所
で
の
御
前
揮
毫

の
栄
誉
の
こ
と
、
京
都
時
代
の
公
家
の
姫
君
の
入
門
の
こ

と
│
萬
里
小
路
音
丸
、
伴
子
、
李
子
な
ど
│
「
入
門
す
る

華
族
の
姫
た
ち
八
十
余
名
に
達
す
。
日
々
入
門
を
乞
ふ
者

織
る
が
如
し
」
な
ど
と
書
き
、「
姉
小
路
の
家
屋
拝
借
い

た
し
て
も
居
ら
れ
ず
と
て
、
神
田
中
猿
楽
町
十
三
番
地
の

所
に
買
約
す
」
で
、
い
よ
い
よ
開
学
構
想
が
具
体
化
す
る
。

か
く
て
、
周
知
の
開
学
当
日
の
記
事
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
入
塾
の
児
女
達
は
、
京
都
時
代
の
公
家
の
縁
か
、
尊

攘
派
公
卿
に
近
か
っ
た
藩
公
た
ち
の
類
縁
の
姫
た
ち
が
多

か
っ
た
。
と
す
れ
ば
「
京
風
」
こ
そ
が
「
雅
び
」
の
原
型

だ
っ
た
ろ
う
。

維
新
に
よ
り
、
に
わ
か
の
東
京
住
ま
い
で
、
東
西
も
判

ら
ず
、
ま
し
て
や
児
女
の
訓
育
な
ど
思
い
の
外
の
最
中
、

花
蹊
の
塾
と
も
あ
れ
ば
、
有
無
を
言
わ
ず
に
、
聞
き
伝
え

て
集
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
六
年（
一
八
七
三
）、「
中
山
従
一
位
様
よ
り
御
頼

み
」
と
て
、
仲
子
様
御
寄
宿
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
治
天

皇
の
御
従
兄
で
天て

ん
ち
ゅ
う
ぐ
み

誅
組
の
大
将
と
し
て
挙
兵
、
敗
れ
て
長

州
に
落
ち
た
忠
光
の
遺
児
南な

加か

の
入
塾
だ
っ
た
。
花
蹊
に
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と
っ
て
は
河
内
在
の
従
兄
弟
二
人
が
そ
の
挙
に
際
し
、
一

人
は
主
君
に
殉
じ
て
京
六
角
獄
に
斃た

お

れ
、
一
人
は
詮
議
最

中
に
憤
死
す
る
因
縁
の
出
会
い
だ
っ
た
。
明
治
九
年（
一

八
七
六
）に
は
、
そ
の
仲
子
を
、
明
治
天
皇
に
お
引
き
合

わ
せ
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
花
蹊
を
介
添
え
と
し
て
、

書
画
を
合
作
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

５　

女
教
院

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）「
大
教
宣
布
の
詔
」
が
出
さ
れ

「
大
教
」
の
名
で
、
天
皇
の
宗
教
的
権
威
に
基
づ
く
「
神

道
的
な
国
体
観
念
・
国
民
道
徳
」
に
則
る
国
民
の
教
化
政

策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
明
治
五
年
三
月
に
は
教
部
省
を
設

置
し
て
、
国
民
教
化
の
教
則
三
条
「
敬
神
愛
国
、
天
理
人

道
、
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
を
定
め
、
東
京
に
大
教
院
、

地
方
に
中
小
教
院
を
設
置
し
、
教
導
職
を
任
命
し
て
教
化

に
当
た
ら
せ
た
。

明
治
六
年
五
月
十
三
日
の
『
花
蹊
日
記
』
に
「
教
部
省

ヘ
出
頭
。
補
権
訓
導
拝
命
…
…
夫
ヨ
リ
芝
大
教
院
ヘ
出
頭

ス
、
三
ヶ
条
令
旨
給
候
也
」
と
あ
り
、
次
い
で
二
十
七
日

「
良
姫
さ
ま
、
摂
斎
、
花
蹊
、
教
部
省
出
頭
、
補
大
講
義

拝
命
…
…
局
長
ヨ
リ
私
ヘ
相
頼
ま
れ
候
女
教
院
御
取
立
ニ

付
、
女
教
師
人
選
可
致
様
ト
ノ
事
也
。」

大
教
院
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）五
月
、
仏
教
各
派
の

本
山
連
合
の
建
白
で
、
教
導
職
養
成
機
関
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
女
教
院
は
女
子
の
教
導
職
養

成
機
関
と
し
て
設
立
企
画
が
な
さ
れ
、
そ
の
女
教
師
人
選

を
花
蹊
が
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
女
教
院
の
代

表
と
し
て
、
故
姉
小
路
公
知
卿
の
妹
良
姫
が
迎
え
ら
れ
、

花
蹊
が
そ
の
後
見
を
、
姉
弟
も
補
佐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

折
し
も
良
姫
は
皇
后
入じ

ゅ
だ
い内

と
と
も
に
女
官
藤
袴
と
し
て
お

仕
え
し
、
大
講
義
の
位
階
に
つ
い
て
は
皇
后
の
意
向
も
あ

っ
た
。
拝
命
の
翌
六
月
に
は
花
蹊
ら
は
良
姫
を
擁
し
て
、

「
女
教
院
開
講
祭
典
」
を
挙
げ
、
毎
月
三
と
八
の
日
に
、

姉
小
路
邸
の
一
画
で
女
教
集
会
を
行
い
、
教
部
省
幹
部
の

井
上
頼よ

り

圀く
に

や
渡
辺
重い

か
り石
丸ま

る

に
よ
る
、『
古
事
記
』・『
日
本

書
紀
』
な
ど
神
典
の
講
読
や
、
祝
詞
・
説
教
な
ど
の
祭
儀

の
習
得
、
ま
た
街
頭
で
の
説
教
会
な
ど
も
行
っ
て
懸
命
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
年
後
の
明
治
七
年（
一
八
七
四
）五
月
二
十

三
日
に
は
良
姫
を
斎
主
に
「
女
教
院
開
校
祭
典
」
を
挙
行

し
、「
女
教
職
順
序
拝
礼
…
花
蹊
門
人
惣
拝
ス
」
と
し
て

十
数
名
の
女
教
師
名
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
花
蹊
は
そ
の

責
を
果
た
し
た
。

と
こ
ろ
が
…
…
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明
治
八
年（
一
八
七
五
）二
月
三
日
の
「
朝
野
新
聞
」
に

突
如
「
教
部
省
権
訓
導
跡
見
花
蹊
辞
表
の
写
」
が
載
っ
た
。

「
一
月
三
十
一
日
付
で
教
部
大
輔　

宍
戸
璣
宛
」
で
あ
る
。

花
蹊
は
「
権
訓
導
の
重
任
は
千
古
の
特
典
」
と
恐
縮
し
な

が
ら
、「
多
忙
」「
多
病
」
の
故
、
辞
職
を
願
い
出
た
の
で

あ
っ
た
。
絵
事
の
繁
忙
、
女
教
の
こ
と
も
こ
の
一
月
八
日

に
は
「
跡
見
学
校
の
開
学
」
の
こ
と
も
あ
り
、
超
繁
忙
は

と
も
か
く
、
多
病
は
解
せ
な
い
日
常
だ
っ
た
。
案
の
定
、

花
蹊
の
辞
意
の
理
由
は
、
実
は
す
で
に
教
部
省
下
の
大
教

院
体
制
が
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
「
大
教

宣
布
」
を
神
仏
合
同
布
教
で
推
進
す
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、

神
道
の
突
出
に
仏
教
特
に
真
宗
側
か
ら
の
分
離
建
白
書
提

出
な
ど
の
騒
ぎ
に
発
展
し
、
結
局
、
大
教
院
は
明
治
八
年

五
月
三
日
を
も
っ
て
解
散
と
な
る
。
そ
の
直
前
一
月
末
日

の
辞
表
で
あ
っ
た
。

か
く
て
花
蹊
は
改
め
て
、
跡
見
学
校
の
始
業
式
を
十
一

月
二
十
六
日
に
「
女
教
院
開
校
祭
典
」
に
倣
っ
て
神
式
で

挙
行
し
た
。「
八や

ご

意こ
ろ

思お
も
い

兼か
ね
の

神か
み

」
の
祭
壇
を
前
に
、
花
蹊

の
祝
詞
、
盛
装
し
た
女
生
徒
の
神
饌
奉
仕
な
ど
を
通
し
て

「
敬
神
愛
国
」
の
情
操
を
培
っ
た
。

花
蹊̶

̶

尊
攘
派
女
志
士

若
き
日
の
花
蹊
伝
を
確
認
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
幕
末

維
新
史
の
生
々
し
い
裏
面
史
に
否
応
な
し
に
遭
遇
す
る
。

「
太
平
の
眠
り
を
さ
ま
す
上
喜
撰
た
っ
た
四
杯
で
夜
も

ね
ら
れ
ず
」̶

̶

折
か
ら
の
黒
船
騒
ぎ
を
発
端
に
、
朝

廷
・
幕
府
・
在
野
志
士
が
三
巴
に
組
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
の

い
わ
ゆ
る
尊
王
攘
夷
の
抗
争
を
展
開
し
た
な
か
に
あ
っ

て
、
花
蹊
一
族
の
殿
様
姉
小
路
卿
は
尊
攘
激
派
の
若
大

将
と
し
て
、
西
国
雄
藩
の
国
事
係
の
司
令
塔
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
。

花
蹊
は
自
筆
『
花
蹊
略
歴
』
の
中
で
「
陛
下
加
茂
行

幸
仰
せ
出
さ
れ
た
り
」
と
か
、「
国
事
係
久
坂
玄
瑞
、

竹
市
半
平
太
、
照
旗
烈
三
郎
ら
国
士
と
交
る
」
な
ど
と

記
し
て
い
る
。

そ
の
長
州
の
久
坂
ら
は
「
和
宮
」
の
江
戸
下
り
の
行
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列
を
阻
止
し
よ
う
と
提
議
し
て
未
遂
に
終
っ
て
い
る
。

そ
の
行
列
の
中
に
、
も
し
か
し
た
ら
、
花
蹊
も
随
従
し

た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
お
家
の
殿
様
、
姉
小
路
卿
は

和
宮
降
嫁
に
絶
対
反
対
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
花
蹊
の

江
戸
行
き
を
承
知
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

翌
文
久
二
年
に
は
、
正
使
三
条
実
美
卿
、
副
使
姉
小

路
公
知
卿
が
「
攘
夷
督
促
の
別
勅
使
」
と
し
て
江
戸
城

に
将
軍
を
謁
見
し
て
朝
命
を
伝
え
、
一
応
の
成
果
を
挙

げ
て
帰
任
し
た
。

文
久
三
年
五
月
二
十
日
、
姉
小
路
卿
が
御
所
退
出
の

折
、
凶
刃
に
斃た

お

れ
る
異
変
が
あ
り
、
跡
見
一
家
は
も
ち

ろ
ん
、
尊
攘
派
公
卿
・
志
士
に
と
っ
て
も
一
大
打
撃
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
八
月
に
は
、
公
武
合
体
派
公
卿
の
ク
ー
デ
タ

ー
に
よ
っ
て
、
三
条
実
美
卿
ら
七
名
の
尊
攘
派
公
卿
の

西
国
追
放
の
こ
と
が
あ
り
、
花
蹊
に
と
っ
て
決
定
的
な

打
撃
に
な
る
。
翌
年
の
八
月
に
は
長
州
藩
兵
に
よ
る
御

所
・
京
都
市
中
の
親
幕
府
勢
の
追
放
を
企
て
た
交
戦
が

あ
り
、
焼
野
原
に
な
っ
た
京
都
町
民
に
は
か
え
っ
て
快

哉
を
浴
び
た
。『
花
蹊
略
歴
』
は
当
時
の
俗
謡
「
土
さ

ん
加
ヽ
さ
ん
会
津
は
い
や
よ
会
津
い
な
し
て
よ
い
毛
利

よ
ん
で
く
れ
」
を
絵
入
り
で
記
す
が
、
花
蹊
の
真
情
躍

如
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
花
蹊
の
長
州
び
い

き
は
生
涯
に
わ
た
っ
た
。

大
君
の
御
心
い
か
に
お
は
す
ら
む

を
み
な
か
し
こ
さ
わ
か
み
な
る
か
も

女
な
り
と
も
勤
皇
に
か
は
り
あ
ら
む
や
と
、
人
に

は
言
は
じ
た
ヽ
知
る
こ
の
日
記 

（『
女
子
習
字
帖
』）




